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意見の内容とそれに対する市の考え方及び意見を考慮した結果決定した案は、次のとおりです。

2

【２－１　農業の振興】

中弘南黒では、育成期間の生育期間の気象
は、多くの作目で確保が容易であるので、次
の施策が欲しい。

○農地法の利用集積による稗・ソバ等の効率
的に実施できる作目別栽培法の効率化が必要
である。
○農用地の利用集積による水稲品種別栽培法
○農作物のブランドを推進するため水稲の陸
奥光、青天の霹靂
○食用米販売袋には食味検査票を挿入する
○リンゴ販売には生産場所、食味検査票を挿
入する
○人材育成の確保（水稲専門家）
○営農組織の育成（畑作専門家）

　今後の参考とさせていただき、関係
機関と協議していきたいと思います。

（提出された意見の内容とそれに対する市の考え方）

No. 意見の概要 市の考え方
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【１－５　健康づくりの推進】

○地域内５，０００歩走破運動　月３回
○地域内早起体操会　　　　　　月３回
○地域内グランド・ゴルフ　　　　月１回
○公民館管轄内の健康診査と指導等の充実
○地域内保健協力員の充実
この取組み事業と剄草会の事業との協調が必
要である。

　市では、ウォーキングやレクリエー
ションスポーツの実施など健康づくり
の事業を実施するとともに、健診・指
導を行っています。また、保健協力員
の充実を図るための講習会等を実施し
ています。今後も関係団体と連携し事
業を進めていきます。

… 反映が困難なもの。
… 質問や感想。施策の体系外への意見。

… 既に記述済みのもの。
… 計画の実施段階で検討又は対応すべきもの。

「記述済み」
「実施段階検討」
「反映困難」
「その他」

件 10 件

… 本文の修正、記述の追加等意見を反映させるもの。

合計

件 2 件 7 件 件 1

「文書修正等」

氏名)、住所、在住・在学の別、件名（任意様式のみ）の明記を条件とし、提出方法は、

1 人の方から述べ 10

文書修正等 記述済み 実施段階検討 反映困難 その他

件の意見をいただきました、その反映状況は次のとおりです。

郵送、企画課への直接持参、ファックス及びＥメールのいずれかの方法によることとしました。

　市のホームページ（http://www.city.kuroishi.aomori.jp/）と広報くろいしに案の概要等を
掲載したほか、企画課に資料を用意しました。
　意見提出は、所定の記入用紙または任意様式に、氏名(法人等の場合は名称及び代表者

16 日から 平成 27 年 4

第5次黒石市総合計画後期基本計画（案）についての意見募集結果について

　市が実施しました第5次黒石市総合計画後期基本計画策定にあたっての意見募集に対し、
貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。
　いただいた意見の概要とそれに対する市の考え方は下記のとおりです。

記

平成 27 年 3 月 月 15 日まで
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【３－５　文化振興の支援】

○保健剤の開発、市のバイオグリーンセン
ターと県機関との合同で開発
○精神的安心感が得られる伝統芸能
○舞踊等、卓球技術の向上に東公民館は卓球
教室
○芸能、文化向上のための指導者
○公民館における芸能発表会

　以上の項目について、活性化を図る。これ
らのうち、保健剤の開発は、県機関とも共同
でブランド化を図る農林業研究センターとの
タイアップが必要である。特にイチョウの実
と葉等についてのブランド品はあまりみられ
ない。ブランド化により、高齢者対応に必要
な経費は得られると将来の姿をみる。

　現在、様々な分野の商品をブランド
化して販売していくための施策を検討
しているところですので、今後の参考
とさせていただきたいと思います。
　また、文化振興については、文化芸
能等の保存、人材の育成に努めていき
たいと思います。
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【２－２　商業・サービス業の振興】

　この施策が示す将来の姿は活力が全くな
い。黒石は従来の策を綺麗に脱ぎ捨て、賑わ
いと心が癒される澄み切った空気のある商店
街を市民が行政と一体となって創造すること
を目指します。

○経営体質を強化するために、市民・行政が
地域密着したサービスの展開、空店舗を利用
した名銘菓店、カシス喫茶店、イチョウそば
店等活用する。現在は、バラバラであり一体
化には程遠い、猫も少ない状態である。

　中心商店街の活性化を図るため、拠
点となる松の湯交流館の整備をはじ
め、空店舗を利活用する補助制度の充
実などの事業を実施しています。
　今後、更なる活性化を進めるため、
様々な事例を調査・研究してまいりま
す。
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【２－３　観光物産の振興】

　本市では、この施策を目指す将来の姿は見
られず、市民の一体感も薄れ観光都市宣言は
実施されても、来訪者をもてなすには特殊な
街路樹もなく特に必要性が感じられる。

周辺の街路樹の樹種は、早朝の散策で特に気
がひかれるのは、
○県農林総合研究センターから市への街路樹
（メタセコイヤ）
○黒石駅から八間道路への街路樹（メタセコ
イヤ）
○黒石駅～御幸公園の街路樹（イチョウ）
○黒石市から十和田湖への街路樹（ナナカマ
ド）などである。

　青森から東京への先が明るく見える縦貫観
光道路は車の往来が激しい。ただし、前述の
観光道路の樹種としてめずらしく、札幌への
拠点として見られる。

　道路管理者の立場としては、強風等
による倒木や枝の落下による事故、除
雪対策、道路幅員の狭い路線への対応
など検討すべき項目が多くあることか
ら、今後の検討課題とさせていただき
たいと思います。

No. 意見の概要 市の考え方
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【３－４　スポーツの振興】

　簡略に述べると市から各種スポーツ大会に
出場する方は極めて少ない。それは、市民の
関心度が低いこともさることながら、スポー
ツ大会の少なさ、出場選手の研究の低さ、指
導者の技術の低さは別にして、個人の継続性
の問題、頑張りの低さ等によるところが大き
いとみられる。端的に言えば一事が万事この
スポーツ場面でもみられる。施策内容として
は、影響が大きい原因と思われる関心、入賞
の評価を大きくし、県外各種大会の入賞者
は、市においても入賞程度を仕分けして表彰
することにする。また、そのスポーツ監督
者、指導者もその労苦をねぎらうことにす
る。

○冬季スキー、スケートの各種目等
○バスケット
○陸上各種目等
○高齢者の軟式ソフトボール、グランドゴル
フ
○朝野球　などである。

　試合回数の多い種目は、年間を通して年齢
を問わず年間の表彰を受けるものとする。

　近年、スポーツ少年団やスポーツク
ラブなどへの入会により、スポーツへ
の入会により、スポーツへの関心は少
しずつ高まってきております。
　表彰について市では、各種競技にお
けるスポーツ賞等の表彰を行ってお
り、昨年度は、１１７名が受賞してい
ます。

No. 意見の概要 市の考え方
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【６－６　広域行政の推進】

　本市の清掃、消防、福祉、し尿処理等の構
成市町村と連携し事務処理を行ってきてい
る。その他水道、下水道、高齢者医療制度等
も共同処理を行っている。
　効率的で効果的施策を推進するために後期
４年では、次の対象項目、取組み事業を実施
するよう提言する。

○リンゴ果実等の輸出を東南アジア諸国にス
マートフレッシュ（I－MCP）の利用法を市開
発グリーンバイオセンター等で開発する。対
象果実は、ブドウ、モモ、リンゴ等市民に好
まれるものとする。第６産業の一環とみられ
るが、生産過剰対策として品質の低下防止、
輸出拡大の対策とする。

　これまで以上に定住自立圏等の広域
連携を強化していくとともに、今後、
６次産業化に向けた取組みを強化する
にあたり参考とさせていただきたいと
思います。
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【３－６　国際・国内交流の推進】

　本年を含め、近隣市町村に住む外国人との
国際交流活動を積極的に支援するために東南
アジア諸国への足がかりを得るために黒石市
内における特産物の利用拡大を図る。
　現在、直接的に対象としているのは、宮古
市、韓国の永川市とは友好関係にあるが、シ
ンガポールには見られなく、地域の活性化を
図るため対象としたい。

　今後の国際交流を進めるうえでの参
考とさせていただきたいと思います。



ＦＡＸ 0172-52-6191

担当 企画財政部企画課

kikaku@city.kuroishi.aomori.jp

電話 0172-52-2111(内線236)

No. 意見の概要 市の考え方
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【５－２　克雪・利雪・親雪の推進】

　本市は、冬を楽しむ種々の事業を実施して
いるが、今後は雪そのものを環境資源として
産業活動に活用するために、[利雪、親雪]対
策に取り組む施策内容を市民と検討してい
る。

○交通網を確保するため、融雪溝の整備を行
うと同時に融雪溝に投入する。
○各人が同時に実施は困難であるので、地域
内で労力経費について互助制度を設ける。
○屋根の雪下ろしについてもボランティアと
の連携で互助制度の計画を設ける。
○融雪には流水が効果的であるので、地域内
での養魚法を考案し、夏季における冷温効果
を期待できる消熱溝ができる方法を開発す
る。経費その他予算は必要とみられるが、基
本計画内で検討すると市の観光都市宣言とも
なりうる。また、地球温暖化が懸念される
が、暑さと雪害を克服でき、品質低下を払
しょくすると同時に親雪に活用する。

　これまでは、例外に痛めつけられてきた
が、上記新計画では、何とか発展の灯を大き
くしたい。

　融雪溝の整備については、計画的に
整備しております。また、除雪につい
ては、要支援世帯に対してボランティ
アでの除雪を行っています。互助制度
及び養魚法の考案については、今後の
検討課題とさせていただきたいと思い
ます。

電子メール
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【５－１　エコライフの促進】

　廃棄物は循環を基本とする出さない社会へ
の意の移行が求められている。今後も様々な
環境問題に対処し、持続可能な社会の形成に
向け、各人一人ひとり具体的な行動を起こす
必要性が高まっている。ゴミの減量とリサイ
クル体制を整備し、市民の３R生活の実現に
向けた啓発取り組みを促進する。

○１．Reduce　廃棄物の発生抑制
○２．Reuse　　再利用
○３．Recycle　再資源化

　この３R運動は、小学校等との集団活動で
徹底すると同時に協力する。

　黒石市環境基本計画において３R活
動を推進することとしているほか、小
中学校に対しても啓発を行っていま
す。

mailto:kikaku@city.kuroishi.aomori.jp

